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広報 朝朝来来 ２

　
路
線
バ
ス
や
ア
コ
バ
ス
は
私
た
ち
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
移
動
手
段
の
一
つ
。特
に
高
齢
者

や
子
ど
も
た
ち
な
ど
マ
イ
カ
ー
を
利
用
で
き
な

い
市
民
に
と
っ
て
は
、
生
活
す
る
上
で
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
今
回
の
広
報
で
は
、
　
月
１
日
か
ら
実
施
す

１０

る
「
朝
来
市
公
共
交
通
第
１
次
再
編
」に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
総
合
政
策
課
　
☎
６
７
２－

６
１
１
０

山東支所

朝来市のバス事情…Ｐ朝来市のバス事情…Ｐ３３
朝来市のバスを取り巻く現状を市民ア朝来市のバスを取り巻く現状を市民アンン

ケートの結果や運行状況のデータを踏ケートの結果や運行状況のデータを踏まま

えて説明しますえて説明します。。

山東支所バス停山東支所バス停、、
路線の評価制度路線の評価制度、、
「あこか」カード……Ｐ「あこか」カード……Ｐ６６
山東支所前に設置されるバスターミナ山東支所前に設置されるバスターミナルル

や、今後の路線運営にいかされる評価や、今後の路線運営にいかされる評価制制

度、お得な「あこか」カードについて度、お得な「あこか」カードについて説説

明します明します。。

路線図……………Ｐ路線図……………Ｐ４４、、５５
１０月１日から変更になる路線のうち、１０月１日から変更になる路線のうち、大大

きく変わる４か所についてお知らせしきく変わる４か所についてお知らせしまま

すす。。

バスのこれから……Ｐバスのこれから……Ｐ７７
嵯峨山副市長と国土交通省木村専門官嵯峨山副市長と国土交通省木村専門官がが

公共交通の今後あり方や課題について公共交通の今後あり方や課題について話話

しますします。。



平成２３年９月平成２３年９月号号３

　
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ
り
日
常

生
活
に
お
け
る
自
家
用
車
へ
の
依
存
が

高
ま
り
、長
年
に
わ
た
り
公
共
交
通
の

利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ま

た
、高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、自
分
で

移
動
手
段
を
持
た
な
い
市
民
の
生
活
交

通
手
段
の
維
持
、確
保
が
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
朝
来
市
に
お
い
て
は
、平
成
　
年
か

１９

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ア
コ
バ
ス
」を

路
線
バ
ス
の
補
完
的
な
役
割
と
と
も
に
、

高
齢
者
な
ど
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
日

常
生
活
に
必
要
な
生
活
交
通
手
段
と
し

て
運
行
を
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、路
線

バ
ス
や
ア
コ
バ
ス
を
自
由
に
乗
降
で
き

る
高
齢
者
等
優
待
乗
車
カ
ー
ド「
あ
こ

か
」も
販
売
を
開
始
し
、利
用
促
進
策
も

講
じ
て
き
ま
し
た
。　

　
現
在
、市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
が
　１７

路
線（
全
但
バ
ス
　
路
線
、神
姫
グ
リ
ー

１２

ン
バ
ス
５
路
線
）、ア
コ
バ
ス
が
　
路
線

１１

を
運
行
し
て
い
ま
す
。路
線
バ
ス
で
は
、

国
補
助
路
線
が
１
路
線
、県
補
助
路
線

が
８
路
線
と
国
、県
と
も
協
調
し
な
が

ら
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。ア
コ
バ
ス
の
利
用
者
数
は
、平

成
　
年
が
１
６
，８
７
０
人
、平
成
　
年

２０

２２

で
は
２
１
，８
４
４
人
と
運
行
開
始
か

ら
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

る
鉄
道
、路
線
バ
ス
、ア
コ
バ
ス
の
時
刻

表
が
一
冊
に
ま
と
ま
っ
た「
わ
か
り
や

す
く
、使
い
や
す
い
」を
テ
ー
マ
に
朝
来

市
公
共
交
通
情
報
誌
を
作
成
し
、公
共

交
通
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■アコバスの年別利用実績

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

１４，４７０人

１６，８７０人

２１，０５３人

２１，８４４人

・高齢者が多くなり、外出時に移動しやすい交通手段の確
　保が課題である。

■区長アンケート（Ｈ２３年１月実施）

・バス停までが遠く、特に高齢者が歩いていくのに困って
　いる。

・路線バス、アコバスの運行便数が少なくて行きたい時間
　に利用しにくい。

・近くにバス路線、バス停が無く、移動手段に困っている。

・みんな自家用車を利用できるので、路線バスなど公共交
　通はいらない。

・路線バスなどの公共交通はほとんど利用しないのでわか
　らない。

・その他

７６％

２８％

６５％

１０％

１％

１７％

２４％

※複数回答のため、合計は１００％を超えます。

　
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
公
共
交
通
体

系
を
目
指
し
て
、　
月
か
ら
朝
来
市
公

１０

共
交
通
の
第
１
次
再
編
と
し
て
、路
線

バ
ス
、ア
コ
バ
ス
の
運
行
経
路
や
ダ
イ

ヤ
改
正
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
再
編
に
当
た
っ
て
は
、路
線

バ
ス
や
ア
コ
バ
ス
の
利
用
状
況
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、区
長
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
、利
用
実
態
等
の
把
握
を
行

い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、公
共
交
通
再
編

に
向
け
た
基
本
方
針（
６
項
目
）と
各
路

線
別
の
評
価
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の

評
価
基
準
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
再
編
の
基
本
方
針
で
は
、

路
線
バ
ス
が
旧
町
間
を
結
ぶ
幹
線
の
役

割
、ア
コ
バ
ス
が
路
線
バ
ス
及
び
旧
町

域
内
を
結
ぶ
支
線
の
役
割
と
し
、路
線

バ
ス
と
ア
コ
バ
ス
が
一
体
と
な
っ
た
運

行
形
態
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
地
域
の

公
共
交
通
は
、市
民
み
ん
な
で
乗
っ
て

守
る
」と
い
う
意
識
づ
く
り
を
行
い
、市

民
・
行
政
・
交
通
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
認
識
し
、地
域
公
共
交
通
の
効

率
的
・
効
果
的
な
運
行
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、公
共
交
通
の
情
報
提
供

と
し
て
路
線
バ
ス
、ア
コ
バ
ス
の
個
々

の
時
刻
表
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、今

回
の
再
編
に
当
た
り
、朝
来
市
に
関
す

・バスの運行には、現状程度の経費を投入すべきである。

・バス運行を充実させるため、経費が増えることも仕方が
　ない。

・バス運行の経費を減らすため、運賃を上げるべきである。

・バス運行の経費を減らし、他の施策に財源を充てるほう
　が良い。

・その他

４５％

２７％

９％

１３％

２４％

暫 暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

特集：バスに乗って出かけよう



広報 朝朝来来 ４



平成２３年９月平成２３年９月号号５

　
　
月
の
第
１
次
再
編
で
は
、
利
用
状

１０
況
や
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
路
線
の
変

更
を
行
い
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
に
お
い
て
は
、
白
井
病
院

線
は
久
田
和
地
区
へ
の
乗
り
入
れ
を
増

や
す
と
と
も
に
、
イ
オ
ン
か
ら
和
田
山

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
直
行
す
る
経
路
変
更

を
し
ま
す
。
柴
線
は
、
ア
コ
バ
ス
山
東

東
コ
ー
ス
を
統
合
し
て
新
た
な
経
路
に

変
更
し
て
運
行
し
ま
す
。
金
浦
線
は
、

和
田
山
駅
ま
で
の
運
行
を
変
更
し
、
山

東
支
所
ま
で
の
地
域
内
完
結
路
線
に
変

更
し
ま
す
。

ア
コ
バ
ス
に
お
い
て
は
、
和
田
山
・
山

東
コ
ー
ス
は
、
平
日
毎
日
運
行
に
変
更

し
ま
す
。
山
東
東
コ
ー
ス
は
、
路
線
休

止
し
路
線
バ
ス
柴
線
に
統
合
し
ま
す
。

朝
来
地
域
の
ア
コ
バ
ス
は
基
本
的
に
地

域
内
完
結
コ
ー
ス
に
変
更
し
ま
す
。

な
お
、
大
き
な
変
更
点
に
つ
い
て
は
、

別
図
の
と
お
り
で
す
。

変更前変更後

→

和
田
山－

山
東
コ
ー
ス

　
山
東
地
域
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し

　
て
山
東
支
所
に
バ
ス
停
を
設
置
し
た

　
た
め
、山
東
支
所
経
由
の
経
路
変
更

　
を
行
い
ま
す
。

　
川
上
コ
ー
ス
に
お
い
て
、石
田
上
バ

　
ス
停
か
ら
青
倉
、桑
市
集
会
所
、立
脇

　
下
、立
脇
集
会
所
を
経
由
せ
ず
に
、国

　
道
３
１
２
号
線
に
よ
り
ア
ル
バ
へ
直

　
行
す
る
経
路
変
更
を
し
ま
す
。

清水町

梁瀬学校前

山東支所

梁瀬学校前

梁瀬医療センター前

清水町

梁瀬学校前

梁瀬医療センター前
→

→

→

→

→

変更前変更後

→

岡－

藤
和
コ
ー
ス

イオン

枚田岡会館前

立ノ原

法興寺

イオン

立ノ原

法興寺
→

→

→

→

変更前変更後

→
竹田駅

上町

竹田新町公民館前

竹田新町上

和田山医療センター

竹田駅

上町

和田山医療センター
→

→

→

→

→

変更前変更後

→

川
上
コ
ー
ス

石田上

アルバ

朝来中学校

朝来支所

石田上

青倉

桑市集会所→

→

→

→

変更前変更後

→

生
野
西
コ
ー
ス

円山公民館前

小田和公民館前

上生野

生野駅裏

菖蒲沢

生野駅裏
→

→

→

　
生
野
西
コ
ー
ス
に
お
い
て
、菖
蒲
沢

　
へ
の
乗
り
入
れ
を
休
止
し
、新
た
に

　
上
生
野
、小
田
和
公
民
館
前
、円
山
公

　
民
館
前
バ
ス
停
を
設
置
し
、経
路
変

　
更
を
し
ま
す
。新
た
に
、南
真
弓
隣
保

　
館
バ
ス
停
を
設
置
し
ま
す
。

立脇下

立脇集会所前

→

→

朝来中学校
→
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特集：バスに乗って出かけよう

　
岡
藤
和
コ
ー
ス
に
、新
し
く
枚
田
岡

　
会
館
前
バ
ス
停
を
設
置
。経
路
変
更

　
に
よ
り
立
ノ
原
バ
ス
停
を
移
設
し
ま

　
す
。ま
た
、
竹
田
新
町
公
民
館
前
、
竹

　
田
新
町
上
バ
ス
停
を
設
置
し
経
路
変

　
更
を
行
い
ま
す
。



広報 朝朝来来 ６

　
　
月
の
第
１
次
再
編
に
当
た
り
、路

１０
線
バ
ス
と
ア
コ
バ
ス
の
一
体
的
な
運
行

を
目
指
し
て
い
く
上
で
、各
地
域
に
お

い
て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
バ
ス
停

留
所
の
整
備
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。す
で
に
和
田
山
地
域
で
は
Ｊ

Ｒ
和
田
山
駅
や
イ
オ
ン
、朝
来
地
域
で

は
Ｊ
Ｒ
新
井
駅
、生
野
地
域
で
は
Ｊ
Ｒ

生
野
駅
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
バ

　
路
線
バ
ス
や
ア
コ
バ
ス
は
、生
活
交

通
手
段
の
維
持
・
確
保
と
し
て
、こ
れ
ま

で
の
運
行
ル
ー
ト
を
継
続
し
て
運
行
し

て
き
ま
し
た
。一
方
で
、「
空
気
を
運
ぶ

バ
ス
」な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
、公
共
交
通
再
編
の
基
本
方
針

を
定
め
る
と
と
も
に
、主
に
ア
コ
バ
ス

の
評
価
基
準
を
作
成
し
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
、地
域
の
要
望
に
よ
り
バ
ス
停
留

所
の
設
置
、ル
ー
ト
延
長
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
①
運
行
に
関
す
る
基

準
②
利
用
に
関
す
る
基
準
③
運
行
費
用

負
担
に
関
す
る
基
準
を
設
け
、評
価
と

見
直
し
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。評
価

基
準
に
よ
り
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
路

線
バ
ス
、ア
コ
バ
ス
の
運
行
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
維
持
、確
保
し
て
い
く

た
め
に
は
、現
在
利
用
し
て
い
る
市
民

だ
け
で
な
く
、市
民
み
ん
な
で
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
公
共
交
通
が

維
持
さ
れ
る
と
と
も
に
、将
来
の
自
分

た
ち
の
生
活
交
通
手
段
が
確
保
で
き
る

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
人
１
回
の
利
用
が
日
常
生
活
に
必

要
な
生
活
交
通
手
段
の
確
保
、そ
し
て

市
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

ス
停
留
所
が
あ
り
ま
す
。山
東
地
域
で

は
、路
線
バ
ス
と
ア
コ
バ
ス
が
接
続
す

る
バ
ス
停
留
所
が
な
か
っ
た
た
め
、山

東
支
所
前
の
駐
車
場
内
に
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
な
る
バ
ス
停
留
所
を
整
備
し
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、路
線
バ
ス
と
ア
コ
バ

ス
の
ダ
イ
ヤ
調
整
に
よ
り
乗
り
継
ぎ
が

可
能
と
な
り
、利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
高
齢
者
等
優
待
乗
車
カ
ー
ド「
あ
こ

か
」は
、　
歳
以
上
の
高
齢
者
や
身
体
障

６５

害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
が
購
入
、
使
用
で
き
る
カ
ー
ド
で
す
。

　「
あ
こ
か
」カ
ー
ド
は
、朝
来
市
内
を

走
る
路
線
バ
ス
、ア
コ
バ
ス
に
つ
い
て
、

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
だ
け
で
乗
車
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。小
銭
を
用
意
す
る

必
要
も
な
く
、乗
り
換
え
も
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
、大
変
使
い
や
す
い
と
購
入
者

か
ら
の
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。ま
た
、八

鹿
病
院
や
神
崎
総
合
病
院
へ
の
通
院
に

は
、
カ
ー
ド
に
よ
り
市
外
運
賃
分
が
半

額
に
な
る
特
典
も
あ
り
ま
す
。

　「
あ
こ
か
」カ
ー
ド
は
、１
か
月
５
０

０
円
又
は
　
か
月
以
上
　
か
月
未
満
が

１０

１２

５
千
円
と
大
変
お
手
頃
な
金
額
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。市
役
所
本
庁

市
民
課
、各
支
所
地
域
振
興
課
の
窓
口

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

山
東
支
所

社
会
福
祉
協
議
会

…バスの停車位置 …バスの動き

　
バ
ス
停
設
置
に

伴
い
山
東
支
所
前

の
駐
車
場
は
、バ

ス
通
路
の
確
保
の

た
め
一
般
車
両
の

駐
車
区
画
数
が
少

し
減
る
と
と
も
に
、

安
全
確
保
の
対
応

と
し
て
、バ
ス
通

路
と
の
区
分
け
を

行
う
た
め
バ
リ

ケ
ー
ド
を
設
置
し

ま
す
。こ
れ
ま
で

の
駐
車
場
利
用
方

法
が
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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者
が
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、効
率
的

で
利
便
性
の
高
い
、継
続
で
き
る
公
共

交
通
を
目
指
し
て
い
く
と
と
も
に
、一

人
で
も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

地
域
が
育
む
公
共
交
通
を
目
指
し
て

域
公
共
交
通
は「
乗
合
」を
基
本
と
し
た

運
行
と
し
、路
線
バ
ス
は
旧
町
域
を
結

ぶ
幹
線
系
統
、ア
コ
バ
ス
は
路
線
バ
ス

及
び
地
域
内
を
結
ぶ
地
域
内
系
統
と
し

て
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、路
線
バ
ス
と
ア
コ
バ
ス
が
一
体
と

な
っ
た
運
行
形
態
を
構
築
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
ま
す
。

　
今
回
の
再
編
は
、そ
の
第
一
歩
で
あ

り
、評
価
基
準
を
活
用
し
定
期
的
な
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
、地
域
の
実
情
に

応
じ
た
公
共
交
通
形
態
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
の
地
形
的
要
因
や
各
路
線

が
走
る
地
域
の
人
口
、高
齢
化
率
な
ど

の
条
件
を
踏
ま
え
る
と
、市
内
全
域
に

統
一
的
な
交
通
手
段
の
提
供
を
し
て
い

く
こ
と
は
、難
し
い
状
況
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
こ
で
、山
東
地

域
で
研
究
さ
れ
て
い
る「
地
域
主
体
に

よ
る
自
主
運
行
」な
ど
も
踏
ま
え
、新
た

な
生
活
交
通
手
段
の
導
入
に
つ
い
て
も

検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
の
再
編
に
つ
い
て
は
、段
階

的
に
実
施
し
、市
民
・
行
政
・
交
通
事
業

嵯
峨
山
　
正

朝
来
市
副
市
長

朝
来
市
公
共
交
通
会
議
会
長

木
村
　
淳
三

国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監
理
部

兵
庫
陸
運
部
　
首
席
運
輸
企
画
専
門
官

　
地
域
公
共
交
通
は
マ
イ
カ
ー
の
普
及

や
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
公
共
交
通
利

用
者
が
減
少
し
、危
機
的
状
況
に
あ
り

ま
す
。ま
た
、高
齢
者
の
交
通
事
故
が
近

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。県
内
で
は
、

　
歳
以
上
の
方
の
運
転
免
許
証
の
返
納

６５に
つ
い
て
、
バ
ス
の
利
用
助
成
を
行
う

自
治
体
な
ど
、公
共
交
通
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
運
動
が
徐
々
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、
朝
来
市
で
も
公
共
交
通
の
再

編
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

再
編
に
お
い
て
は
、利
便
性
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、安
全
・
安
心
を
最
優

先
と
し
た
運
行
を
基
本
と
し
、業
者
選

定
、経
路
、
時
刻
な
ど
の
設
定
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
神
戸
運
輸
監
理
部
兵
庫
陸
運
部
と
し

て
も
、地
域
公
共
交
通
会
議
等
を
通
じ

て
、よ
り
良
い
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・

確
保
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。市
民

の
皆
様
が
気
軽
に
移
動
で
き
る
こ
と
が
、

活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
と
っ
て
は

不
可
欠
で
あ
り
、利
用
者
、
交
通
事
業
者
、

行
政
が
協
力
し
、利
用
し
や
す
く
地
域

に
愛
さ
れ
る
公
共
交
通
体
制
を
つ
く
り
、

守
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
今
回
の
再
編
は
、公
共
交
通
は
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
な
の

か
、生
活
交
通
手
段
を
維
持
・
確
保
し
て

い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
念

頭
に
お
い
て
、再
編
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。地

朝来市の地域公共交通再編の基本方針

○地域公共交通は、関係法令を遵守し、安全・安心な運行計画と運行管理に万全を期すものとする。

○路線バスは主要幹線ルートとしての役割を担い、コミュニティバス（アコバス等）は路線バスに

　繋ぐ役割を担うことを基本とし、路線バスとコミュニティバス（アコバス等）が一体となった運

　行形態とする。

○地域公共交通の運行水準は、少なくとも日常生活に必要な活動ができる運行形態とする。

○地域公共交通は「乗合」を基本とした運行とし、利用に関する基準や運行費用等に関する基準を

　設定する。

○地域公共交通の継続的な運行を実現していくために、設定した評価基準に基づいて、定期的に評

　価し、実証運行等も行いながら必要に応じ見直しを行う。

○「地域の公共交通は、市民みんなで乗って守る」という意識のもとに、市民・行政・交通事業者が、

　それぞれの役割を認識し、地域公共交通の効率的・効果的な運行形態と利用促進策を講じる。

暫 暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

安
全
安
心
の
運
行
を
　!!

朝来市公共交通会議の様子

特集：バスに乗って出かけよう



　
明
治
維
新
後
、日
本
は
急
速
に

近
代
化
政
策
を
進
め
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
は
幕
末
期
、欧
米
列
強

に
よ
り
強
制
さ
れ
た
不
平
等
条
約

を
修
正
す
る
た
め
、欧
米
並
み
の

国
家
体
制
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
で
し
た
。明
治
政
府
は
こ
の

近
代
化
政
策
を
進
め
る
た
め
、明

治
３
年
　
月
、　
万
石
以
上
の
全

１１

３０

国
大
藩
に
二
人
ず
つ
海
外
派
遣
生

を
選
出
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、鳥
取
藩
か
ら
二
名
の

う
ち
の
一
人
と
し
て
選
ば
れ
た
の

が
、原
六
郎（
幼
名
進
藤
俊
三
郎
）

で
し
た
。

　
天
保
　
年（
１
８
４
２
）
　
月
９

１３

１１

日
、原
六
郎
は
、但
馬
国
朝
来
郡
佐

中
村（
現
、朝
来
市
佐
嚢
）
に
進
藤

丈
右
衛
門
の
六
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。青
年
期
は
但
馬
聖
人
と

仰
が
れ
た
池
田
草
庵
に
教
え
を
受

け
ま
し
た
が
、怒
涛
の
革
新
児
と

な
り
尊
王
討
幕
の
旗
の
下
、生
野

挙
兵
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
後

彼
は
名
前
を「
原
六
郎
」と
変
え
、

佐
中
の
自
宅
を
は
じ
め
、江
戸
や

京
な
ど
各
地
に
潜
伏
し
続
け
、そ

の
間
、
坂
本
龍
馬
を
始
め
と
す
る

全
国
各
地
の
志
士
た
ち
と
親
交
を

深
め
ま
す
。戊
辰
戦
争
で
は
鳥
取

藩
山
国
隊
司
令
と
し
て
東
山
道
に

上
野
に
函
館
に
各
地
に
転
戦
し
、

明
治
２
年
最
終
的
に
鳥
取
藩
士
と

し
て
正
式
に
列
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
４
年
、海
外
留
学
を
果
し

た
原
六
郎
は
、二
年
間
と
い
う
短

期
留
学
に
は
満
足
せ
ず
、公
費
が

打
ち
切
ら
れ
て
か
ら
も
、自
費
で

経
済
学
を
学
び
ま
し
た
。そ
し
て

ア
メ
リ
カ
に
二
年
、さ
ら
に
イ
ギ

広報 朝朝来来 ８

市政フラッシ市政フラッシュュ

日本の近代化と原六　　日本の近代化と原六郎郎

第４６回

原六郎胸像

市市　朝
来
市
と
養
父
市
は
、平
成
　
年
２５

４
月
に
消
防
本
部
を
統
合
す
る
こ
と

を
目
指
し
、８
月
１
日
、「
養
父
市
及

び
朝
来
市
消
防
広
域
化
協
議
会
」を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
消
防
の
広
域
化
は
、小
規
模
消
防

の
抱
え
る
課
題
を
解
消
し
、消
防
力

を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
が
目
的
。多

次
市
長
は「
南
但
馬
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、よ
り
一
層

の
市
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
」と
、廣
瀬
養
父

市
長
は「
広
域
化
に
よ
る
様
々
な
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

防
本
部
の
統
合
に
向
け
て
協
議
会
が
発
足

消消
　
市
は
８
月
４
日
、あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ

り
ホ
ー
ル
で「
朝
来
市
経
済
振
興
セ

ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
形
成
と

成
長
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

つ
や
ま
新
産
業
創
出
機
構
元
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
藪
木
伸
一
さ
ん
が

「
地
域
の
産
業
振
興
策
」に
つ
い
て
講

演
。「
異
分
野
、異
業
種
、産
官
学
が
一

堂
に
会
し
、知
恵
を
出
し
合
い
連
携

す
る
こ
と
が
必
要
。そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
活
か
し
て
産
業
の
活
性
化
か
ら

振
興
へ
つ
な
げ
よ
う
」な
ど
と
、自
ら

の
経
験
を
基
に
し
た
振
興
策
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。

業
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

産産

参加者は岡山県津山市の成功例を熱心に聞いていました 看板を掲げる多次市長（右）と廣瀬養父市長
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リ
ス
で
経
済
学
や
社
会
学
を
修
め

る
こ
と
二
年
、明
治
　
年
、　
歳
の

１０

３９

と
き
帰
国
し
ま
し
た
。

　
海
外
留
学
か
ら
帰
国
し
た
原
六

郎
の
事
績
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。第
百
国
立
銀
行

創
設（
明
治
　
年
）、東
京
貯
蓄
銀

１１

行
創
設（
明
治
　
年
）を
始
め
と
し

１３

て
、そ
の
後
横
浜
正
金
銀
行
頭
取

に
就
任
し
て
同
銀
行
の
改
革
な
ど
。

さ
ら
に
明
治
　
年
に
は
勢
州
鉄
道

１７

会
社
設
立
を
初
め
と
し
て
、山
陽

鉄
道
会
社
、播
但
鉄
道
会
社
、
北
海

道
炭
鉱
鉄
道
会
社
な
ど
の
設
立
。

そ
の
他
、明
治
　
年
に
は
帝
国
ホ

２３

テ
ル
の
開
業
を
初
め
と
し
て
、横

浜
船
渠
会
社
、富
士
製
糸
会
社
、
九

州
に
お
け
る
採
炭
事
業
な
ど
、枚

挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。ま

さ
に
、
我
が
国
の
金
融
・
産
業
界
の

中
枢
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。

　
晩
年
に
は
、山
口
小
学
校
に
講

堂
兼
体
育
館
を
進
藤
家
当
主
で
あ

る
兄
・
丈
右
衛
門
長
厚
と
と
も
に

寄
付
。
ま
た
、幕
末
の
生
野
義
挙
で

敗
れ
て
　
歳
で
自
刃
し
た
同
志
・

２１

南
八
郎
た
ち
を
祀
る
招
魂
社
（
山

口
護
国
神
社
）建
立
に
あ
た
り
、多

額
の
寄
付
を
寄
せ
ま
し
た
。そ
し

て
昭
和
８
年（
１
９
３
３
）　
月
　

１１

１４

日
、　
歳
の
天
寿
を
ま
っ
と
う
し
、

９２

波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
す
。

　「
佐
中
の
千
年
家
」の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
進
藤
家
住
宅
。平

成
　
年
７
月
　
日
、国
の
文
化
審

２３

１５

議
会
に
お
い
て
国
の
登
録
文
化
財

に
登
録
す
べ
き
も
の
と
し
て
答
申

を
受
け
ま
し
た
。
但
馬
に
お
い
て

は
江
戸
時
代
初
期
の
様
子
を
残
す

貴
重
な
民
家
建
築
物
で
す
が
、そ

れ
だ
け
で
な
く
原
六
郎
と
い
う
日

本
の
近
代
化
を
リ
ー
ド
し
た
人
物

を
輩
出
し
た
進
藤
家
。朝
来
市
の

宝
と
も
い
え
る
こ
の
歴
史
遺
産
を

私
た
ち
は
後
世
に
守
り
伝
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

市市　学
校
給
食
施
設
の
老
朽
化
と
市
の

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
の
中
、施
設
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
た
め
、市
教
育
委
員
会
は「
朝
来
市

学
校
給
食
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
会
議
で
は
、施
設
の
現

状
や
給
食
数
の
推
移
に
お
け
る
課
題

な
ど
に
つ
い
て
協
議
。第
２
回
で
は

市
内
の
４
つ
の
学
校
給
食
施
設
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
委
員
は「
給
食
を
通
し
て
生
産
者

や
調
理
し
て
い
る
人
な
ど
に
対
し
て

感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
施
設
に

な
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
　
日
、市
は
和
田
山
ジ
ュ
ピ

２０

タ
ー
ホ
ー
ル
で「
防
災
講
演
会
」を
開

催
。講
師
の
群
馬
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
の
片
田
敏
孝
教
授
は
、東
日

本
大
震
災
を
事
例
に
挙
げ
な
が
ら
、

「
想
定
を
超
え
る
災
害
に
ど
う
備
え

る
か
」を
題
材
に
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
　
講
師
は
、岩
手
県
釜
石
市
で
の
防

災
教
育『
避
難
３
原
則
』「
想
定
に
と

ら
わ
れ
る
な
」「
最
善
を
尽
く
せ
」「
率

先
避
難
者
た
れ
」を
紹
介
し
、「
高
い

防
災
意
識
の
継
承
が
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
」と
、今
後
求
め
ら
れ
る
防

災
の
あ
り
方
を
力
説
し
て
い
ま
し
た
。

生野学校給食センターを視察する委員

定
を
超
え
る
災
害
に
ど
う
備
え
る
か

防
災
講
演
会
を
開
催

想想
校
給
食
施
設
の
今
後
を
検
討

学学

参加者は真剣なまなざしで講演を聞いていました

進藤家住宅主屋
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こ
の
夏
行
わ
れ
た
各
種
競
技
で
全
国
大
会
入
賞
を
果
た
し
た
朝
来
市
の
小
学

生
と
中
学
生
を
紹
介
し
ま
す
。

朝
来
市
の
小
中
学
生

朝
来
市
の
小
中
学
生
がが
全
国
大
会
で
大
活
躍

全
国
大
会
で
大
活
躍
　!!!!

　
平
成
　
年
８
月
の
台
風
９
号
に
よ

２１

り
被
害
を
受
け
た
朝
来
新
橋
。そ
の

復
旧
工
事
が
完
了
し
、７
月
　
日
、新

３０

橋（
市
道
新
井
旧
国
道
線
）開
通
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
多
次
市
長
が「
地
域
の
み

な
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
。こ
れ
で
朝
来
地
域
の
生

活
の
利
便
性
が
向
上
し
、地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
。渡
り
初
め
に
参
加
し
た

秋
山
郁
子
さ
ん（
新
井
１
区
）は「
橋

が
架
か
っ
て
い
た
当
時
を
思
い
出
し

な
が
ら
渡
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
の
工
作
は
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園
に
お
ま
か
せ

夏
休
み
の
工
作
は
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園
に
お
ま
か
せ
！！

朝
来
新
橋
が
復
旧

笑
顔
あ
ふ
れ
る
開
通

朝
来
新
橋
が
復
旧
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
開
通
式式

笑顔で渡り初めをする参加者

陶芸に挑戦する子どもたち

　
市
は
、８
月
３
日
と
４
日
、ヒ
メ
ハ

ナ
公
園
ウ
ツ
ギ
の
館
で「
夏
休
み
工

作
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。市
内
の

小
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
教
室
は
、

専
用
の
工
具
で
ガ
ラ
ス
容
器
の
表
面

を
削
っ
て
絵
を
描
く
ガ
ラ
ス
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
と
陶
芸
、粘
土
、木
工
の
４

種
類
。参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
指

導
者
の
説
明
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、

作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
陶
芸
教
室
に
参
加
し
た
竹
村
竜
成

君（
生
野
小
３
年
）は「
今
日
作
っ
た

箸
置
き
を
使
う
の
が
楽
し
み
」と
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
と
７
日
の
両
日
、

東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た

「
文
部
科
学
大
臣
旗
争
奪
第

　
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手

１１道
選
手
権
大
会
」に
出
場
し
、

３
位
入
賞
。「
来
年
は
全
国
制

覇
を
目
指
し
た
い
」と
力
強

く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で

１７

１９

奈
良
県
明
日
香
村
で
開
催
さ

れ
た
「
全
国
中
学
校
総
合
体

育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
」の
団
体
戦
の
部
に
出
場

し
、３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

主
将
の
川
見
さ
ん
は「
楽
し

か
っ
た
。来
年
、
後
輩
に
は
優

勝
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
し

て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

谷口 涼太 君

中川小５年

日本空手道糸東新流練心館

　
８
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で

福
知
山
市
で
開
催
さ
れ
た

「
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
」に
兵
庫

県
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
団
体
戦
に
出
場
し
優
勝
。

「
こ
れ
か
ら
も
テ
ニ
ス
を
続

け
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

古屋 沙也加 さん

竹田小６年

和田山ジュニアソフトテニスクラブ

和田山中学校

女子ソフトテニス部
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Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書課　☎672-611６

　
市
は
、財
団
法
人
簡
易
保
険
加
入

者
協
会
に
よ
る「
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
健
康
タ
ウ
ン
」推
進
モ
デ

ル
地
域
支
援
自
治
体
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
市
生
涯
学
習
推
進
員
連
絡

協
議
会
と
市
教
育
委
員
会
が
毎
年
実

施
し
て
い
る「
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
」

と「
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
」に
よ

り
ラ
ジ
オ
体
操
を
通
じ
た
市
民
の
健

康
・
体
力
増
進
、ま
た
、地
域
に
お
け

る
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
の
育
成
が
認

め
ら
れ
た
も
の
。全
国
で
は
　
か
所

１０

の
自
治
体
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
生
野
銀
山
の
こ
と
を
少
し
で
も
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
、８
月
　
日
、現
地
で「
生
野

２０

銀
山
塾
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
３
回
目
と
な
る
当
塾
は
、

銀
山
Ｏ
Ｂ
の
方
に
よ
る
歴
史
や
概
要
、

産
出
さ
れ
た
鉱
物
な
ど
の
説
明
の
後
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
再
現
し
た「
 螺
  灯
 」

※

ら

 
と

う

作
り
に
挑
戦
。参
加
者
は
完
成
し
た

螺
灯
を
持
っ
て
坑
道
内
を
見
学
し
ま

し
た
。

※
鉱
山
内
部
の
明
か
り
と
し
て
明
治

　
時
代
前
半
ま
で
使
用
さ
れ
た
。サ

　
ザ
エ
の
殻
に
菜
種
油
な
ど
を
入
れ
、

　
灯
心
に
点
火
し
て
使
う
。

朝
来
市
が
ラ
ジ
オ
体
操
の
モ
デ
ル
地
域

朝
来
市
が
ラ
ジ
オ
体
操
の
モ
デ
ル
地
域
にに

こ
れ
で
君
も“
生
野
銀
山
博
士

こ
れ
で
君
も“
生
野
銀
山
博
士
””

市は今後もラジオ体操を通じた健康づくりを継続
して実施する予定です

２３人の参加者は自作の螺灯を持って坑道に入りました

　
７
月
　
日
、和
田
山
農
業
研
修
セ

２１

ン
タ
ー
で「
わ
く
わ
く
和
田
山
み
ら

い
塾
」が
開
塾
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、　
名
の
塾
生
が
３
年
間
、

３７

和
田
山
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

取
り
組
む
も
の
。第
１
回
の
会
議
で

は
基
調
講
演
会
を
行
い
、鹿
児
島
県

鹿
屋
市
柳
谷
自
治
公
民
館
長
の
豊
重

哲
郎
さ
ん
が
、地
域
の
人
と
資
源
を

生
か
し
た
活
性
化
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
講
師
の

話
を
聞
き
、「
今
後
の
活
動
に
と
て
も

参
考
に
な
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
６
日
、
、朝
来
保
護
区
保
護
司

会
犯
罪
予
防
部
会
の
保
護
司
が
和
田

山
中
学
校
２
年
生
１
５
５
名
を
対
象

に
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
を
前
に
、起
こ
り
や
す
い

犯
罪
や
保
護
司
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
軽
率
な
行
動
に
よ
っ
て
、自

分
の
人
生
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う

こ
と
や
、人
間
の
中
に
あ
る
い
や
ら

し
い
姿
が
出
て
く
る
と
誘
惑
に
負
け

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
、具
体
的
な
例

を
交
え
な
が
ら
、犯
罪
を
起
こ
さ
な

い
、
起
こ
さ
れ
な
い
生
活
の
仕
方
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

保
護
司
会
に
よ
る
中
学
生
対
象
の
犯
罪
予
防
学
習

保
護
司
会
に
よ
る
中
学
生
対
象
の
犯
罪
予
防
学
習
会会

「
わ
く
わ
く
和
田
山
み
ら
い
塾
」開
塾

「
わ
く
わ
く
和
田
山
み
ら
い
塾
」開
塾
！！

今後も定期的に開催される予定です

この学習会は毎年夏休み前に行われています

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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生野 朝来

山東和田山
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■問い合わせ先　

　農業委員会事務局（行政委員会事務局内）　☎６７２－３３０２
農業委員会だよ農業委員会だよりり

場　　　所日　　　付

生野庁舎２階研修室９月２９日（木）

朝来市役所本庁舎１０月２７日（木）

山東庁舎１階会議室１１月２４日（木）

（時間：１３時３０分～１６時）

　農業委員会では、毎月、農業委員による農業相談会

（事前に予約が必要）を開催しています。農地を農地以

外の目的で利用する場合は、必ず届出が必要になりま

すので、事前に相談してください（相談日に都合が悪い

場合は別途相談を受け付けします）。

農業相談会について

　初秋の候、皆様には益々ご健勝でお過ごしのこととお喜び申し上げます。
　このたびの任期満了に伴い、改選後初の総会が８月３日に開催され、再度会長に
選任されました。今更ながらその責務の重大さに身の引き締まる思いであります。
　さて、朝来市農業委員会では平成２１年１２月の農地法の改正を受け、市内に増え
続けております遊休農地について検討委員会を立ち上げ、解消に向けて検討を
行ってきました。本年５月には遊休農地対策基本方針を制定し、朝来市のかけがえ

会長就任のあいさつ

　任期満了に伴い、農業委員の選挙（立候補届のあった候補者が定数を超えないため投票は行わないこと
になりました）が行われ、市議会、農業協同組合からの推薦を含む２８名が新しい農業委員に就任しました。
　８月３日には、改選後初の農業委員会総会が招集され、会長には、前回に引き続き宮田孝仁さん、会長職
務代理者には石原武美さんが選出されました。

新しい農業委員・担当地区が決まりました

のない農地の確保と有効利用を進めるため全力で取り組みたいと考えております。新体制で臨む当委員会
におきましても、委員一同努力してまいる所存でございますので、皆様方のより一層のご指導とご協力を
賜りますようお願い申しあげまして会長就任のあいさつとさせていただきます。

朝来市農業委員会会長　宮田孝仁

担当地区選出区分行政区氏名（敬称略）

土田・西土田・宮田・高瀬・法道寺・岡・芳賀野・宮内・高田選挙岡後藤　敏夫

東和田・中・野村・岡田選挙野村宮田　孝仁

白井・見宮・久田和選挙白井衣川　東

市場・和田・竹ノ内・内海・朝日選挙内海長野　吉明

和田山上町・和田山本町・和田山駅北・枚田七味・枚田段・枚田中地・枚田上地・市御堂選挙枚田中村　正康

安井・殿・三波・藤和・久留引・筒江選挙三波阪山　義一

中町・竹田上町・竹田新町・殿町・旭町・久世田選挙久世田髙本　幸枝

比治・法興寺・立ノ原・玉置・桑原・柳原選挙桑原足立　英一

林垣・寺内・高生田・室尾・寺谷選挙林垣西澤　嘉明

竹田下町・米屋町・観音町・東町・栄町・加都議会推薦栄町太田　則之

上駅前・東谷・平野・枚田岡議会推薦枚田岡山本　正之

滝田・大垣・下町・川原町・上ゲ町・末歳・楽音寺・清水町・小谷選挙末歳松本　裕二

山歳・三保・越田・柿坪選挙越田西村　繁

溝黒・喜多垣・迫間・与布土・森農協推薦与布土藤本　隆夫

新堂・大内・塩田・野間・田ノ口・金浦選挙野間城本　晃

諏訪・大月・向大道・柊木選挙柊木奧　義雄

田中・西地・西谷・比叡・東選挙粟鹿石原　忍

柴・一品・上早田・早田・和賀議会推薦粟鹿石原　武美

立野・八代・新井１区・新井２区・新井３区選挙八代足立　誠

多々良木・石田選挙多々良木和田　昌信

山口・元津・上岩津選挙山口荒川　欣也

山本・土肥・老波・佐中・平野・神子畑選挙佐嚢清水　馨

伊由市場・澤・山内・納座・川上選挙納座谷野　　敬

羽渕・口田路・中田路・奥田路選挙田路米田　利秋

物部・桑市・上八代・立脇選挙立脇戸田　惣一

北真弓・南真弓・川尻・口銀谷・栃原上・栃原下・生野６区議会推薦栃原小松　啓子

奥銀谷・竹原野・簾野・黒川本村・大外・梅ヶ畑・長野・円山・小田和・菖蒲沢選挙栃原杉本　勝喜

選挙東谷日下部　節雄



広報 朝朝来来 １４

　
白
血
病
な
ど
血
液
の
病

気
に
苦
し
む
人
が
、
一
人

で
も
多
く
骨
髄
移
植
の
機

会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
　
日
　
　

２２

（木）

　
　
時
～
　
時
　
分
、

１０

１０

３０

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

３０

１４

３０

▽
場
所
　
和
田
山
農
業
研

　
修
セ
ン
タ
ー
（
献
血
と

　
同
時
開
催
）

▽
対
象
　
　
歳
～
　
歳
の

１８

５４

　
健
康
な
人

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
県
朝
来
健
康
福
祉
事
務

　
所
食
品
薬
務
衛
生
課

　
☎
６
７
２－

６
８
７
２

▽
日
時
　
　
月
４
日
　
　

１０

（火）

　
　
時
　
分
か
ら

１３

３０

▽
場
所
　

　
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ

　
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
内
容
　

・
講
話

　
『「
が
ん
」か
ら
身
を
守

　
る
た
め
に
知
っ
て
お
き

　
た
い
が
ん
の
知
識
～
胃

　
が
ん
・
乳
が
ん
を
中
心

　
に
～
』

　
講
師
…
木
山
 佳
明
 氏

　
（
公
立
朝
来
梁
瀬
医
療

　
セ
ン
タ
ー
院
長
）

・
体
験
発
表

　「
が
ん
検
診
の
重
要
性
」

　
～
家
族
と
闘
う
わ
た
し

　
の
肺
が
ん
～

　
講
師
…
大
西
 忍
 氏

　
（
が
ん
患
者
グ
ル
ー
プ

　
ゆ
ず
り
は
明
石
会
員
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
健
康
課

　
☎
６
７
２－

５
２
６
９

▽
日
時
　
　
月
　
日
　
　

１０

１５

（土）

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１６

１０

▽
場
所
　
豊
岡
市
民
プ
ラ

　
ザ
（
豊
岡
駅
前
ア
イ
テ

　
ィ
７
階
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
内
容
　
講
演

　『
京
都
発「
家
族
に
よ
る

　
家
族
研
究
」第
１
弾
　

　
本
人
の
発
病
か
ら
病
状

　
が
安
定
す
る
ま
で
体
験

　
す
る
家
族
の
困
難
と
必

　
要
な
支
援
』

　
講
師
…
佐
藤
  純
  氏

あ
つ
し

　（
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

　
女
子
大
学
准
教
授
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ロ
マ
ン
ハ
ウ
ス
家
族
会

　
☎
０
７
９
６－
２
３－

０
０
１
９

　
県
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
６
７
２－
６
８
６
７

　
兵
庫
県
は
、
若
者
を
対

象
に
性
や
性
感
染
症
、
望

ま
な
い
妊
娠
の
予
防
な
ど
、

心
身
の
悩
み
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。「
誰

か
に
相
談
し
た
い
け
ど
恥

ず
か
し
い
し
、
ど
こ
に
相

談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」
そ
ん
な
悩
み
を
持

つ
人
や
関
係
者（
保
護
者
、

学
校
関
係
者
な
ど
）
に
保

健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
匿
名
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

▽
日
時
　

　
毎
月
第
１
木
曜
日

※
３
月
は
第
２
木
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５ 情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

《生活習慣病 脳血管疾《生活習慣病　脳血管疾患患》》

第６３第６３回回
のの保保国国 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　脳血管疾患（脳梗塞・くも膜下出血・脳出血など）とは、脳の動脈の

硬化によって動脈が詰まるか、破れることで発症する病気で、多くの

場合、症状が突然に現れしかも急速に進行することが多く、命を取り

留めても後遺症が残ることの多い病気です。「高血圧」「動脈硬化」「糖

尿病」「脂質異常症」などが危険因子とされていますが、生活習慣病の

予防を心がけることが最善の脳血管疾患の予防といえます。

　毎年特定健診を受診し、生活習慣病を予防しましょう。

朝来市国民健康保険加入者の脳血管疾患受診状況

受診率一人当り診療費
１．１８％７９８円県平均
１．２４％１，０８９円朝来市
１６位６位県内順位

但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉

研
修
会

ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源です！
献血にご協力ください ９月の献血日程

　市役所健康課　☎６７２－５２６９　

受　付　時　間会　　　場月　　日
 １０：００～１１：００、

１２：３０～１５：００

和田山農業研修センター９月２２日（木）

生野保健センター９月３０日（金）

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）と献血カード（持っている人）を持参ください。

（平成２１年５月診療分）

思
春
期
保
健
相
談

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

集
団
登
録
会

９月２１日（水）

 ～９月３０日（金）～子どもと高齢者の交通事故防止～

■問い合わせ先　朝来市交通安全対策協議会　☎６７２－６１１２

秋の全国交通安全運動

※このページと前ページの最下段に掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書課（☎６７２－６１１６）へ。

○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

○飲酒運転の根絶

○夕暮れ時の早めのライト点灯の推進

健
康
づ
く
り
講
演
会

（
が
ん
予
防
）



平成２３年９月平成２３年９月号号１５

▽
場
所
　
県
朝
来
健
康
福

　
祉
事
務
所

▽
内
容
　
保
健
師
に
よ
る

　
面
接
相
談（
要
予
約
）

※
相
談
内
容
に
よ
り
専
門

　
相
談
機
関
な
ど
へ
の
調

　
整
も
行
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
朝
来
健
康
福
祉
事
務

　
所
地
域
保
健
課

　
☎
６
７
２－

０
５
５
５

　（
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
は
、
工
場
や
ビ
ル

の
省
エ
ネ
や
温
暖
化
対
策

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
、
工
場
や
ビ
ル
な
ど

施
設
の
無
料
省
エ
ネ
診
断

と
参
加
者
を
募
っ
て
実
施

す
る
省
エ
ネ
情
報
説
明
会

へ
の
無
料
講
師
派
遣
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は（
財
）省
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.eccj.o

r.jp
/

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　（
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

　
ン
タ
ー

　
☎
０
３－

５
５
４
３－

３
０
１
６

▽
日
時
　

　
　
月
１
日
　
～
５
日
　

１０

（土）

（水）

　
９
時
～
　
時
１７

▽
場
所
　
和
田
山
駅
前
展

　
示
館
ア
ー
ト
ほ
ほ
え
み

▽
入
場
料
　
無
料

▽
内
容
　
小
学
生
の
部
の

　
特
別
賞
受
賞
作
品
と
和

　
田
山
町
内
小
・
中
学
校

　
生
徒
の
応
募
作
品

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
市
役
所
和
田
山
公
民
館

　
☎
６
７
２－

０
１
８
８

　
全
国
の
刑
務
所
で
は
、

受
刑
者
が
社
会
復
帰
を
目

指
し
て
、
日
々
各
種
の
活

動
、
職
業
訓
練
の
受
講
な

ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
地

域
社
会
の
人
に
広
く
紹
介

し
、
矯
正
行
政
や
更
生
保

護
事
業
の
理
解
を
得
る
た

め
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

▽
開
催
日
時
　

　
　
月
　
日
　
、　
日
　

１０

１５

（土）

１６

（日）

　
　
時
～
　
時

１０

１６

※
　
日
は
　
時
ま
で

１６

１５

▽
開
催
場
所
　
姫
路
刑
務

　
所
構
内

▽
内
容
　
刑
務
所
作
業
製

　
品
の
展
示
即
売
、
施
設

　
内
部
の
見
学
、
専
門
の

　
鑑
別
職
員
に
よ
る
性
格

　
検
査
の
体
験
実
施
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
姫
路
少
年
刑
務
所

　
☎
０
７
９－

２
９
３－

４
１
３
３

　
子
ど
も
が
言
う
事
を
聞

か
ず
イ
ラ
イ
ラ
し
て
思
わ

ず
手
が
で
て
し
ま
う
。
ど

う
叱
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
悩
み
を

抱
え
る
人
に
「
親
を
楽
し

む
小
さ
な
魔
法
」
～
ス
タ

ー
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ

～
叩
か
ず
甘
や
か
さ
ず
子

育
て
す
る
方
法
を
学
び
ま

せ
ん
か
？

▽
日
時
　
　
月
４
日
　
　

１０

（火）

　
　
時
～
　
時

１０

１２

▽
場
所
　
但
馬
文
教
府
　

　
セ
ミ
ナ
ー
室

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
　
人
３０

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い

　
但
馬
推
進
会
議

　
☎
０
７
９
６－

２
６－

３
６
４
７

　
　
月
１
日
　
～
７
日
　

１０

（土）

（金）

の
公
証
週
間
の
う
ち
、
次

の
と
お
り
公
証
人
が
相
続

や
遺
言
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。相
談
無
料
で
す
。

▽
日
時
　
　
月
２
日
　
　

１０

（日）

　
　
時
～
　
時

１０

１５

▽
場
所
　
和
田
山
公
民
館

　
第
３
学
習
室

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
豊
岡
公
証
役
場

　
☎
０
７
９
６－

２
２－

０
７
９
６

　
但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
は
、
平
日
に
相
談
に
来

れ
な
い
人
の
た
め
に
夜
間

に
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

開
設
し
、
電
話
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
　
日
　
　

１１

（日）

　
　
時
～
　
時

１７

２０

▽
場
所
　
但
馬
消
費
生
活

　
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　（
豊
岡
市
幸
町
７－

　
）
１１

▽
電
話
相
談
　

　
☎
０
７
９
６－

２
３－

０
９
９
９

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
但
馬

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
９
６－

２
３－

１
４
９
０

　
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ

ッ
ト
」「
Ｍ
Ｄ
ク
リ
ニ
ッ
ク

ダ
イ
エ
ッ
ト
」
な
ど
と
称

さ
れ
る
タ
イ
製
の
や
せ
薬

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

死
亡
事
例
を
含
め
健
康
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
易
に
個
人
輸
入
す
る
こ

と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
県
健
康
福
祉
部
健
康
局

　
薬
務
課

　
☎
０
７
８－

３
４
１－

７
７
１
１

税
９月の税

国民健康保険税（３期）

納期　９月３０日（金）まで

９月の税

９月は「がん制圧月間」　あなたは、受けていますか？年に１度のがん検診　　　市役所健康課（☎６７２－５２６９）

■問い合わせ先　財団法人　兵庫県市町村振興協会　☎０７８ー３２２－１１５１

第
　
回
科
学
す
る
但
馬
の

４４
子
ど
も
作
品
展

オータムジャンボ宝くオータムジャンボ宝くじじのお求めは兵

庫県内で！この宝くじの収益金は、各市町の明るく住みよいまちづくり

に使われています。収益金は兵庫県内の販売実績などに応じて交付され

ますので、ぜひ兵庫県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

発売期間　９月２６日（月）～１０月１４日（金）　　抽選日　１０月２１日（金）

省
エ
ネ
診
断
と
省
エ
ネ
説

明
会
へ
の
講
師
派
遣

第
　
回
姫
路
矯
正
展

２５

わ
く
わ
く
親
ひ
ろ
ば

（
親
育
ち
講
座
）

消
費
生
活
に
関
す
る

夜
間
無
料
相
談
会

相
続
・
遺
言
な
ど
の
相
談
会

個
人
輸
入
の
や
せ
薬
に
ご

注
意
く
だ
さ
い



広報 朝朝来来 １６

　
春
の
桜
、夏
の
新
緑
、秋

の
雲
海
に
紅
葉
、
冬
の
雪

景
色
な
ど
、
四
季
折
々
の

顔
を
魅
せ
る「
天
空
の
城
・

竹
田
城
跡
」
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
昨
年
に
続
き

開
催
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
　
竹
田
城
跡

▽
賞
　
朝
来
市
長
賞
１
点

　（
賞
金
５
万
円
、副
賞
）

　
ほ
か

▽
応
募
期
間
　
　
月
１
日

１０

　
　
～
　
月
　
日
　

（土）

１１

３０

（水）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
観
光
交
流
課

　
緯
６
７
２－

４
０
０
３

▽
内
容
　
個
人
・
グ
ル
ー

　
プ
（
居
住
地
、
年
齢
不

　
問
）
が
各
部
門
２
点
ま

　
で
出
展
可
能
。
寄
せ
植

　
え
部
門
、
ハ
ン
ギ
ン
グ

　
・
壁
掛
け
部
門
、山
野
草

　
部
門
ご
と
に
優
秀
作
品

　
を
表
彰
し
、
賞
状
と
副

　
賞
を
授
与
し
ま
す
。

▽
展
示
期
間
　

　
　
月
　
日
　
～
　
日
　

１０

２０

（木）

２５

（火）

▽
場
所
　
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園

　
ウ
ツ
ギ
の
館
前
広
場

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
み

　
　
月
７
日
　
ま
で
に
、

１０

（金）

　
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園
、
和
田

　
山
地
域
振
興
課
、
各
支

　
所
地
域
振
興
課
に
備
え

　
付
け
の
申
込
書
に
よ
り

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
朝
来
市
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園

　
緯
６
７
６－
４
５
８
７

　
山
東
支
所
地
域
振
興
課

　
緯
６
７
６－

２
０
８
０

和
田
山
教
室
　

開
催
日
…
９
月
　
日
　
～

２８

（水）

　
　
月
　
日
　

１２

１４

（水）

　
毎
週
水
曜
日
（
全
　
回
）

１０

　
　
時
　
分
～
　
時

１９

３０

２１

場
所
…
和
田
山
公
民
館

講
師
…
マ
シ
ュ
ー
・
フ
ィ

　
ン
リ
ー
先
生

　
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ウ
ィ
リ

　
ア
ム
ズ
先
生
　
　

※
中
学
校
程
度
の
英
語
力

　
の
あ
る
人
を
対
象

朝
来
教
室
　

開
催
日
…
　
月
　
日
　
～

１０

１７

（月）

　
　
月
　
日
　

１２

１９

（月）

　
毎
週
月
曜
日
（
全
　
回
）

１０

　
　
時
　
分
～
　
時

１９

３０

２１

場
所
…
朝
来
公
民
館

講
師
…
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ベ

　
ン
ダ
ー
先
生

▽
募
集
人
員
　

　
各
教
室
　
人（
成
人
）

２０

※
和
田
山
と
朝
来
の
ど
ち

　
ら
か
の
受
講
し
か
で
き

　
ま
せ
ん
。

▽
受
講
料
　
２
千
円

▽
申
込
み
　
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
す
る
か
、
各
公
民
館

　
に
備
え
付
け
の
申
込
書

　
に
よ
り
、９
月
　
日
　

１７

（土）

　
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
和
田
山
公
民
館

　
緯
６
７
２－

０
１
８
８

　
朝
来
公
民
館

　
緯
６
７
７－

１
１
６
５

　
口
の
中
を
健
康
に
保
つ

こ
と
は
、
身
体
の
健
康
や

老
化
防
止
に
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。市
で
は「
健
康

あ
さ
ご
　
」や「
８
０
２
０

２１

運
動
」
の
取
組
の
一
環
と

し
て
、次
の
と
お
り
「
高
齢

者
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時
　
　
月
　
日

１０

２０

　
　
　
　
時
　
分
か
ら

（木）

１３

３０

▽
開
催
場
所
　
市
役
所
福

　
祉
事
務
所
２
階
　
展
示

　
室（
ア
ー
ト
ほ
ほ
え
み
）

▽
内
容

　
歯
の
審
査
と
表
彰

・
朝
来
市
長
賞
（
１
名
）

・
優
秀
賞
（
２
名
）

・
８
０
２
０
賞
　

　
　
歳
以
上
で
自
分
の
歯

８０
　
が
　
本
以
上
あ
る
人

２０

・
す
こ
や
か
賞

　
　
歳
以
上
で
、
自
分
の

７０
　
歯
が
　
本
以
上
あ
る
人

２２

・
は
つ
ら
つ
賞

　
　
歳
以
上
で
自
分
の
歯

６５
　
が
　
本
以
上
あ
る
人

２４

▽
応
募
資
格
　
朝
来
市
に

　
住
所
を
有
す
る
　
歳
以

６５

　
上
で
、
自
分
の
歯
が
　２０

　
本
以
上
あ
り
、
む
し
歯

　
が
あ
っ
て
も
完
全
に
治

　
療
し
て
い
る
健
康
な
人

※
こ
れ
ま
で
に
朝
来
市
長

　
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
の

　
あ
る
人
は
応
募
不
可

※
定
員
　
人
に
な
り
し
だ

６０

　
い
締
め
切
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法
　
電
話
ま
た

　
は
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク

　
ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
生

　
年
月
日
・
電
話
番
号
を

　
記
入
の
上
、　

月
　
日

１０

１１

　
　
ま
で
に
市
役
所
健
康

（火）
　
課
に
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
健
康
課

　
☎
６
７
２－

５
２
６
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６
７
２－

５

　
３
６
９

　
進
学
を
機
に
転
出
し
た

学
生
等
の
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ

ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

但
馬
地
域
の
企
業
等
の
合

同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時
　
平
成
　
年
２４

　
２
月
　
日
　

２５

（土）

　
　
時
～
　
時

１３

１６

▽
開
催
場
所
　

　
神
戸
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

　
１
階
大
展
示
場

▽
内
容
　
各
社
ブ
ー
ス
形

　
式
。
次
の
対
象
求
職
者

　
が
参
加
予
定

・
平
成
　
年
３
月
卒
業
予

２５

　
定
の
大
学
・
短
大
・
専
門

　
学
校
生
、既
卒
者
、Ｕ
・

　
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者

▽
募
集
企
業
　
定
期
的
に

　
新
規
学
卒
者
、
Ｕ
タ
ー

　
ン
者
な
ど
を
採
用
し
て

　
い
る
市
内
企
業
等

▽
募
集
数
　
　
社（
先
着
順
）

１０

※
但
馬
全
体
で
は
　
社
程

４０

　
度
の
出
展
を
予
定

▽
参
加
費
　
無
料

暮らしのお知らせ

※このページと前ページの最下段に掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書課（☎６７２－６１１６）へ。

第
２
回
ヒ
メ
ハ
ナ
ガ
ー

デ
ン
コ
ン
ペ

◎８０２０を目指しましょう！８０歳で２０本の歯を保つ８０２０運動を推進しましょう。

歯の健康で元気アップ ■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９
市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５

第
７
回
朝
来
市
高
齢
者

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

募

集

 
募

集
 
 

第
３
回
朝
来
市
「
全
国
“
天

空
の
城
・
竹
田
城
跡
”」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

第２回朝来市長賞

兵
庫
県
但
馬
合
同
企
業

説
明
会
へ
の
出
展
企
業

初
級
英
会
話
教
室

◎噛みんぐ３０（カミングサンマル）運動を実践しましょう！

　一口に３０回以上噛みましょう。満腹中枢を刺激し肥満を防止できます。

◎かかりつけ医師をもち、定期的に歯科検診を受けましょう！



平成２３年９月平成２３年９月号号１７

※
出
展
料
は
市
が
負
担
。

　
出
展
に
係
る
経
費
（
旅
費

　
等
）
は
企
業
側
の
負
担

▽
申
込
み
期
限

　
９
月
　
日
　
　

３０

（金）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
経
済
振
興
課

　
☎
６
７
２－

２
８
１
６

　
各
種
統
計
調
査
に
従
事

し
て
い
た
だ
く
登
録
統
計

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
各
種
統
計
調
査
の
実
施

時
に
は
、
登
録
統
計
調
査

員
に
登
録
し
て
い
る
人
に

業
務
を
依
頼
し
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
総

合
政
策
課
又
は
各
支
所
地

域
振
興
課
の
窓
口
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
総
合
政

策
課（
本
庁
舎
３
階
）ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
仕
事
内
容
　
調
査
員
説

　
明
会
へ
の
出
席
。
調
査

　
区
の
把
握
な
ど
の
調
査

　
準
備
、
調
査
票
の
配
布

　
と
収
集
、
調
査
票
の
点

　
検
、
調
査
関
係
書
類
の

　
整
理
と
提
出
な
ど
。

　
今
年
度
の
予
定
と
し
て
、

　
平
成
　
年
２
月
に
事
業

２４

　
所
と
企
業
の
経
済
活
動

　
の
状
態
を
明
ら
か
に
す

　
る「
経
済
セ
ン
サ
ス
」と

　
い
う
統
計
調
査
が
実
施

　
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
際
に
登
録
統
計
調

　
査
員
に
業
務
を
依
頼
す

　
る
予
定
で
す
。

▽
応
募
資
格
　
次
の
す
べ

　
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・
満
　
歳
以
上
で
市
内
在

２０

　
住
の
人

・
責
任
を
持
っ
て
統
計
調

　
査
に
従
事
で
き
る
人

・
秘
密
保
持
に
信
頼
が
お

　
け
る
人

・
警
察
又
は
税
務
事
務
に

　
直
接
関
係
の
な
い
人

・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

　
い
人

▽
報
酬
　
調
査
に
応
じ
て

　
支
払
わ
れ
ま
す
。
調
査

　
活
動
中
に
災
害
に
あ
っ

　
た
場
合
は
、
公
務
災
害

　
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
市
役
所
総
合
政
策
課

　
緯
６
７
２－

６
１
１
０

　
日
本
に
在
住
す
る
外
国

の
人
に
日
本
語
を
教
え
て

み
た
い
、
と
い
う
人
の
た

め
の
講
座
で
す
。
資
格
の

有
無
や
外
国
語
を
話
す
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
開
催
日
時
　

　
　
月
１
日
　
、　

日
　

１０

（土）

１５

（土）

　
　
時
～
　
時

１１

１７

▽
開
催
場
所
　

・
　
月
１
日
…
市
役
所
山

１０
　
東
庁
舎

・
　
月
　
日
…
養
父
公
民

１０

１５

　
館

▽
受
講
料
　
無
料

▽
申
込
方
法
　
９
月
　
日
２６

　
　
ま
で
に
各
庁
舎
窓
口

（月）
　
に
備
え
付
け
の
申
込
書

　
を
提
出
（
郵
送
・
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
可
）
ま
た
は
メ
ー
ル

　
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
先
　
朝
来
市
連

　
合
国
際
交
流
協
会
事
務

　
局（
市
役
所
秘
書
課
内
）

☎
６
７
２－

６
１
１
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６
７
２－

４

　
０
４
１

　hisho@
city.asago.hyogo.jp

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　（
財
）
兵
庫
県
国
際
交
流

　
協
会
多
文
化
共
生
課

　
☎
０
７
８－

２
３
０－

３
２
６
１

　
防
衛
省
で
は
、
各
種
自

衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
種
目
　
①
防
衛
大
学
校

　（
一
般
）／
②
防
衛
大
学

　
校（
推
薦
）／
③
防
衛
医

　
科
大
学
校
／
④
看
護
学

　
生
／
⑤
航
空
学
生
／
⑥

　
一
般
曹
候
補
生
／
⑦
自

　
衛
官
候
補
生（
女
子
）／

　
⑧
自
衛
官
候
補
生
（
男

　
子
）

▽
身
分
　
特
別
職
国
家
公

　
務
員

▽
応
募
資
格
　
①
～
③
、

　
⑤
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

２１

　
で
高
校
卒
／
④
　
歳
以

１８

　
上
　
歳
未
満
の
高
校
卒

２４

　
／
⑥
～
⑧
　
歳
以
上
　

１８

２７

　
歳
未
満
の
者

※
①
～
⑤
は
卒
業
見
込
み

　
含
む

▽
受
付
期
間
　
①
、③
、
④

　
９
月
５
日
　
～
９
月
　

（月）

３０

　
日
　
／
②
９
月
５
日
　

（金）

（月）

　
～
８
日
　
／
⑤
～
⑦
９

（木）

　
月
９
日
　
ま
で
／
⑧
年

（金）

　
間
を
通
じ
て
受
付

▽
試
験
日
　
①
　
月
５
日

１１

　
　
・
６
日
　
／
②
９
月

（土）

（日）

　
　
日
　
・
　

日
　
／
③

２４

（土）

２５

（日）

　
　
月
　
日
　
・
　

日
　

１０

２９

（土）

３０

（日）

　
／
④
　
月
　
日
　
／
⑤

１０

２２

（土）

　
９
月
　
日
　
祝
日
／
⑥

２３

（金）

　
９
月
　
日
　
／
⑦
９
月

１７

（土）

　
　
日
　
～
　
日
　
／
⑧

２５

（日）

２８

（水）

　
受
付
時
に
連
絡

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力

　
本
部
　
豊
岡
出
張
所

　
☎
０
７
９
６－

２
２－

３
９
７
８

　　　　　　アメリカ･アリゾナ州　　出身　　アメリカ･カリフォルニア州

生野中学校、生野小学校、山口小学校　　勤務地　　梁瀬中学校、梁瀬小学校

乗馬、ハイキング、写真撮影、読書　  　趣　味　　歌を歌うこと、旅行

日本文化と日本での外国語　　日本でしてみたいこと　　教室の内外問わず子どもたちと

教育を学びたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　交流し、地域行事にも参加したい。

キャサリン・ベンダー さん

登
録
統
計
調
査
員

日
本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座（
但
馬

地
域
）受
講
生

自
衛
官

パトリシア・ジョーダン さん

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００　休 月曜日
（月曜日が祝日の場合その翌日）

淀井敏夫の系譜展　期間：１０月１６日（日）まで

松永　賢　「ＬＩＦＥ」　期間：９月１７日（土）～１０月１６日（日）

平成２３年度宝くじ文化公演シエナ・ウインド・オーケストラ演奏会
《全席指定》 　公演日：１１月６日（日）／開演：１５時／料金：大人３，０００
円、高校生以下１，５００円（当日は各３００円増）　前売券好評発売中

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

柄本明＆東京乾電池によるＡＳＡＧＯ演劇セミナー２０１１
《全席自由》 　公演日：１１月１９日（土）／開演：未定／料金：大人
１，０００円、高校生以下５００円（当日は各３００円増）／前売券発売開
始日：９月１７日（土）／問い合わせ先：和田山ジュピターホール

あさご・ささゆりホール ☎６７７－１１６５　休 月曜日

新しい英語指導助手

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所環境対策課（☎６７２－６１１１）まで。



広報 朝朝来来 １８

暮らしのお知らせ

東京（羽田）

→
大阪（伊丹）乗

り
継
ぎ

大阪（伊丹）

→
但　馬

１２：４０１１：３０１０：４０１０：０５

２０：４０１９：３０１８：４０１８：０５

但馬空港で行くお得な空の旅
　市内在住・在勤の皆さんが但馬空港の航空券を購入する際には、朝来市但馬空港利用促進協議

会の運賃助成が利用できます。運賃助成は搭乗前でも搭乗後でも可能。搭乗前に助成を受ける場

合には、旅行代理店などで購入ください。搭乗後に助成を受ける場合には、

航空券の半券を添えて、市役所防災安全課へ申請してください。

■問い合わせ先　市役所防災安全課　☎６７２－６１１２

東京→大阪→但馬

但　馬

→
大阪（伊丹）乗

り
継
ぎ

大阪（伊丹）

→
東京（羽田）

９：４０９：００８：４０７：３０

１７：４０１７：００１６：３５１５：３０

但馬→大阪→東京

但馬－大阪の主な片道運賃

予約受付
助成後の
自己負担額

運　賃種　類

当日可
４，９００円１２，４００円大人普通運賃

１，２００円６，２００円小児普通運賃

前日まで

４，３００円８，９００円特割タイプＡ

４，１００円８，４００円特割タイプＢ

３，９００円７，９００円特割タイプＣ

東京乗り継ぎ便
「但馬空港から行く東京２日間・３日間」

□利用料金

□路線ダイヤ（平成２３年９月１日）
□１泊２日、３名１室の宿泊代と往復

　運賃の１人当たりの料金（助成後）

　　　　１９，５００円～４６，５００円

※１０日前までに予約が必要
　詳しくは問い合わせください

□２泊３日、３名１室の宿泊代と往復

　運賃の１人当たりの料金（助成後）

　　　　２６，５００円～５４，５００円

～往復空港券と宿泊がセットになった

　お得な東京乗り継ぎ便～

利用料金の例

※１０月３０日からダイヤの変更が予定されています。



平成２３年９月平成２３年９月号号１９

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時　場：場所　問：問い合わせ　予：予約

人権相談（無料）　人権問題でお悩みの人の相
　談に応じます。
時　９月８日（木）　１３時３０分～１５時
場　生野保健センター、和田山農業研修センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料）　子育てや家族、Ｄ
Ｖやセクハラなど、女性が抱えるさまざまな悩
みや問題などの相談に応じます。（予約制）
時　９月１４日（水）１２時３０分～１５時３０分
場　アートほほえみ相談室（２階）
問・予　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

行政相談（無料）　 官公庁の仕事の苦情や意見
・要望などの相談に応じます。
時　９月２０日（火）　１０時～１１時３０分
場　生野保健センター／和田山老人福祉センター
　　／山東老人福祉センター／朝来老人福祉保健センター
問　市役所市民課　☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料）　司法書士が登記
・相続・多重債務などの法律相談に応じます。
（予約受付時間は平日９時～１７時。相談無料。）
時　１０月１日（土）　１３時～１６時
場　和田山ジュピターホール会議室
問・予　兵庫県司法書士会但馬支部司法書士法
　　　  律相談委員会　☎６７６－３３６８

金融アドバイザーによる相談会（無料）　但馬地区金融
アドバイザーが、中小企業の皆さんが抱えてい
る金融の課題などの相談に応じます。
時　９月８日・１５日・２２日・２９日（毎週木曜日）
場　市役所南庁舎
問　兵庫県保証協会　☎０１２０－５３７－００１

総合法律センター南たじま相談所　兵庫県弁護士会
の弁護士が法律相談に応じます。
（予約制。１回３０分。相談料５，２５０円）
時　９月２２日（木）１３時～１６時
場　和田山老人福祉センター
問・予　兵庫県弁護士会　☎０７８－３５１－１２３３ ■問い合わせ先　市役所環境対策課　☎６７２－６１１１

　動物を飼うことは、動物の命を預かることです。飼い主は、

動物が健康で快適に暮らせるようにするとともに、社会や

近隣に迷惑を及ぼさないようにする責任があります。

「動物愛護週間」９月２０日～２６日は

１．最後まで責任をもって飼いましょう 
　飼い始める前に最後まで責任をもてるかよく考え、正しい飼い方
などの知識を持ちましょう。野良猫にエサを与えることも飼い主と
同じ行為です。
２．人に危害を加えたり、近隣に迷惑をかけることのないよう
　にしましょう 
　フン尿や毛などで近隣の生活環境を悪化させたり、公共の場所を
汚さないようにしましょう。また、しつけや訓練をして、人に危害を
加えたり、鳴き声などで迷惑をかけないようにしましょう。 
３．むやみに繁殖させないようにしましょう 
　みだりに繁殖させず、管理できる数を超えないように不妊去勢手
術などの繁殖制限措置を行いましょう。 また、動物を捨てることは
犯罪です。
４．動物による感染症の知識を持ちましょう 
　動物と人の双方に感染する病気について、正しい知識を持ち、自
分や他の人への感染を防ぎましょう。 犬の「狂犬病予防注射」は年に
一度必ず接種させる義務があります。
５．盗難や迷子を防ぐため、所有者を明らかにしましょう 
　犬の放し飼いはやめ、ネコは室内飼育に努めましょう。
首輪や迷子札、犬は鑑札と注射済票を必ず付けましょう。
飼い犬は、必ず市役所に登録しなければいけません。また、行方不明
になった時は、市役所や警察に問い合わせましょう。

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。
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広報 朝朝来来 ２０

暮らしのお知らせ

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

２月、５月、８月、１１月の４回にわけて支給されます。

２０歳以上の人…特別障害者手当：月額２６，３４０円

２０歳未満の人…障害児福祉手当：月額１４，３３０円　（いずれも平成２３年度の額）

対象者

支給額

下記①～④すべてに該当する人 　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
は
、精
神
又
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
に
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要
な
在
宅
障
害
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

①日常生活において常に特別の介護が必要な障害を有する人

１　両眼の視力の和が０.０４以下の人（眼鏡などでの矯正後）

２　両耳の聴力が１００デシベル以上の人（補聴器などでの矯正後）

３　両上肢の機能に著しい障害を有する人又は両上肢の全ての指を欠く人もしくは両上

　　肢の全ての指の機能に著しい障害を有する人

４　両下肢の機能に著しい障害を有する人又は両下肢を足関節以上で欠く人

５　体幹の機能に、座っていることができない程度又は立ち上がることができない程度

　　の障害を有する人

６　身体機能の障害又は長期にわたる安静を必要とする症状が上記１～５と同程度以上

　　と認められる状態であって、日常生活の用を弁ずることを不能ならしめる程度の人

７　精神の障害で上記１～６と同程度以上と認められる人

②施設などに入所しておらず、在宅で生活している人

③病院又は診療所に継続して３か月を超えて入院していない人

④本人又は扶養義務者などの所得が基準（一定額）以下であること

　上記に該当すると思われる人は、社会福祉課まで問い合わせください。対象となるには、

　上記に加え、別に定める表の規定に該当することが必要となります。

※

※

対象該当者
以下の書類を社会福祉課まで提出ください

・所定の認定請求書

・手帳などで障害の状況や程度が確認できない場合は、所定の診断書

・前年所得（１～６月の申請では前々年所得）の証明書

・全世帯員の住民票の写しなど

■問い合わせ先

　市役所社会福祉課

　　　☎６７２－６１２３
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「
体
が
だ
る
い
？
」

　
「
咳
が
治
ら
な
い
の
？
」

結
核

そ
れ
っ
てか

も
…

９月２４日～３０日は「結核予防週間」

　
結
核
は
「
予
防
」「
早
期
発
見
」「
早
期
治
療
」が

大
事
で
す
！

　
ま
た
、結
核
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
予

防
へ
の
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
但
馬
で
は
平
成
　
年
に
　
人
、　
年
に
　
人

２１

４０

２２

２１

の
結
核
患
者
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
何
よ
り
怖
い
の
は
、自
分
が
結
核
だ
と
気
づ

か
ず
、周
り
の
人
々
に
う
つ
し
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
６
７
２－

６
８
６
７

・
住
民
結
核
検
診
に
つ
い
て
は

　
市
役
所
健
康
課

　
☎
６
７
２－

５
２
６
９
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平成２３年９月平成２３年９月号号２１

９月１０日（土）～１６日（金）は「自殺予防週間」　かけがえのない命をみんなで守ろう～あなたにもできる自殺予防のための行動～

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

市内の接種医療機関（２３年８月末現在）

　
市
は
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
防
止
や
重
症
化
防
止
に
有

効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。有
効
性
を
高
め
る
に
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
る
前
に
接
種
を
１
回
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

①９月中旬以降に、接種を希望する医療機関に予約してください。

②医療機関にある説明書を読み、予診票を記入。当日は住所、年齢が確認できるもの（医療保

　険証など）を持参して接種を受けてください。上記の対象者であれば接種料金は無料です。

　＊予防接種は医師と十分に相談をして、体調の良いときに受けてください。

　　接種費用の助成期間は平成２３年１０月初旬～平成２４年１月末

電話番号住所医療機関名

６７９－４１０８生野町口銀谷稲垣医院

６７９－２０１３生野町口銀谷佐藤医院

６７２－０２５０和田山町和田山足立医院

６７２－０３７７和田山町東谷井上皮膚科医院

６７２－２００６和田山町和田山上垣医院

６７０－０００６和田山町枚田岡クリニックよしだ

６７４－０３３３和田山町加都小山医院

６７５－３０３３和田山町東谷さかもと医院

６７４－０１３１和田山町竹田真生園診療所

６７２－０８０８和田山町立ノ原高岡耳鼻咽喉科クリニック

６７０－３２２２和田山町法道寺田仲和田山クリニック

対象者

予防接種の受け方

接種医療機関
　接種できる市内の指定医療機関は下表のとおりです。

　接種開始時期は、医療機関で異なりますので、各医療機関に問い合わせください。

　市外の医療機関で接種を希望する場合は、助成が受けられないことがありますので、接種

の予約前に必ず、健康課に相談ください。

朝来市に住所を有し、下記のいずれかに該当する人

○接種日に満６５歳以上で接種を希望する人

○接種日に満６０歳以上６５歳未満で心臓、じん臓、呼吸器機能または免疫機能に障害を持ち、

　医師が接種を必要と認める人

電話番号住所医療機関名

６７２－２０１６和田山町東谷谷村医院

６７２－５３５１和田山町寺谷浜野医院

６７３－２８１１和田山町宮田馬庭内科医院

６７４－２０２１和田山町竹田公立朝来和田山医療センター

６７６－３１５３山東町矢名瀬町そよかぜ診療所

６７６－２３３３山東町矢名瀬町西山医院

６７６－３１５７山東町矢名瀬町公立朝来梁瀬医療センター

６７７－０００７立野木村医院

６７７－００５４新井間島医院

６７８－１２３１多々良木大植病院

■問い合わせ先

　市役所健康課

　☎６７２－５２６９
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人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
は
、
セ
キ
、タ
ン

な
ど
に
結
核
菌
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
だ
け
で
す
。ま

た
、結
核
に
感
染
し
た
場
合
、発
病
す
る
の
は
　
人
に
１

１０

人
か
２
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
治
療
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、周
り
の
人
に
う
つ
す

恐
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。自
分
の
た
め
、大
切
な
人
の
た

め
に
も
早
期
発
見
と
治
療
が
大
切
で
す
。

　
結
核
の
初
期
症
状
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
し
ま
せ
ん

が
、セ
キ
や
タ
ン
、発
熱
な
ど
の
症
状
で
始
ま
り
ま
す
。

高
齢
者
は
症
状
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

２
週
間
以
上
セ
キ
や
タ
ン
が
続
く
場
合
、す
ぐ
に
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
６
か
月

　
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
年
に
１
回
は
結
核
検
診
や
が
ん
検
診
、職
場
の
健
診

　
な
ど
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
　
歳
以
上
の
人
は
結
核
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

６５

　
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
２
週
間
以
上
セ
キ
が
続
く
場
合
は
、す
ぐ
に
医
療
機

　
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　（
セ
キ
が
出
た
ら
マ
ス
ク
は
常
識
）

④
高
齢
者
の
場
合
は
症
状
が
目
立
た
な
い
こ
と
も
あ
り

　
ま
す
。食
欲
不
振
、倦
怠
感
、体
重
減
少
な
ど
が
あ
れ

　
ば
、か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
結
核
は
結
核
菌
に
よ
り
起
こ
る
病
気

■
長
引
く
セ
キ
は
要
注
意

■
結
核
の
予
防
の
た
め
に

■
結
核
は
治
る
病
気
で
す

今年も無料です



広報 朝朝来来 ２２

健康コーナー

■健康・こころの相談窓口
　市役所健康課　☎６７２－５２６９
　県朝来健康福祉事務所　☎６７２－０５５５

高齢者の誤嚥性肺炎を予防しましょう

窓地域包括支援センターの

　肺炎といえば、かぜやインフルエンザをこじらせて起こすということをよく聞きますが、知らず知らずのう

ちに口の中の細菌が肺の中に入ってしまって起こす「誤嚥性肺炎」もあります。

　これは、物を飲み込む機能や、咳によって異物を出そうとする機能などが低下してくると起こりやすくなっ

てきます。

　この誤嚥性肺炎の予防は、まずは口の中を清潔にしておくことが必要で、食後の歯みがきやうがい、義歯の

手入れなどが大切です。また、食べ物を上手く飲み込むためには、舌や口の周りの筋肉が十分動くことが大切

で、舌体操や顔面体操で飲み込む機能が低下しないようにしましょう。

　このほか、食事時の姿勢も大切で、前かがみになったり、横を向いたりして食べると、誤嚥やむせを起こしや

すくなります。食事前に腹式呼吸をしたり、首や肩の筋肉をほぐす体操、背筋を伸ばした姿勢などで誤嚥やむ

せを予防し、楽しく美味しく食事をしましょう。

　口の清潔や体操など気になることがある方は、地域包括支援センターに問合せください。

■問い合わせ先　市役所地域包括支援センター　☎６７２－６１２５

～健康あさご２１～

えん

「かけがえのない命をみんなで守ろう」

　～あなたにもできる自殺予防のための行動～

　全国の自殺者数は、平成１０年から毎年３万人を超えています。この数字は交通事故で亡く

なる人の約５倍にも相当します。兵庫県では、年間約１，３００人が自殺で亡くなっています。　

　自殺は健康問題、経済的な問題、家庭の問題、仕事上の問題など様々な原因が複雑に絡み

合って起こります。かけがえのない命を守るために、私たちにできることは、日頃から周囲の

人のことを気にかけ「気づく」「つなぐ」「見守る」といった、支え合う地域づくりが大切です。

兵庫県いのちとこころのサポートダイヤル
　☎０７８－３８２－３５６６
　　短縮ダイヤル＃７５００
　　（月～金１８時～翌日８時３０分、土・日・祝日は２４時間）

身近な人の「いつもと違う」に早く気づいて、声をかける気
づ
く

○家族や仲間の言動や行動の変化、体調の変化などに敏感になり、心の悩みや様々な

　問題を抱えている人が発するまわりへのサインになるべく早く気づきましょう。

○変化に気づいたら、「眠れていますか？」など、自分にできる声かけをしましょう。

専門医や専門の相談機関につなぐつ
な
ぐ

○心の病気や社会・経済的な問題等を抱えて

　いるようであれば、公的相談機関、医療機関

　などの専門家への相談につなぎましょう。

温かく寄り添いながら、じっくりと見守る見
守
る

○身体や心の健康状態について自然な雰

　囲気で声をかけて、あせらずに優しく

　見守り、支えていく姿勢をとりましょう。

●寝つきにくい、眠りが浅い、早朝に目覚める。　

●身体の具合が悪いと言ったり、とりとめのない訴えが多くなる。

●表情が暗く、いつも考え込むようになる。

●怒りっぽくなり、イライラ、セカセカするようになる。

●酒の飲み方が変わったり、睡眠薬などを乱用するようになる。

●仕事の能率が低下したり、ミスや怪我が多くなる。

●遅刻や早退、休みが多くなる。

●仕事中、ため息ばかりついている。

●「自分はダメな人間だ」など自己評価が低くなる。

心の不調のサイン



平成２３年９月平成２３年９月号号２３

№２２　放射性物質への不安につけこむ商法に注意！！暮らしの情報コーナー

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２３年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

８空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

１忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

１事 務 所 あ ら し１２車 上 ね ら い

２出 店 あ ら し５自動販売機あらし

２詐 欺 

そ
の
他

４部 品 盗

４傷 害 １８器 物 損 壊

０暴 行 ０自 動 車 盗

２１万 引 き １オートバイ盗

（７月末累計）１９自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

１合計

１０累計

１５交通事故

救
急

２７一般負傷

６８急病

１７その他

１２７合計

８４９累計

（７月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

１０３１４人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

９１子ども

傷
者

２７４高齢者

１０３１４その他

１３９１９合計

７２９１１５物損事故

（７月中）

各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

場　　所内　　容曜日日月

和田山保健センターポリオ金１６

９
月

生野保健センター３か月児・８か月児健診火２０

山東老人福祉センター離乳食教室水２１

和田山農業研修センター
和田山保健センター

献血
８か月児健診

木２２

生野保健センターポリオ火２７

和田山保健センター
山東老人福祉センター

ポリオ
脳元気度チェック（予約制）

水２８

和田山保健センター
３か月児健診
こころのケア相談（予約制）

木２９

生野保健センター献血金３０

ジュピターホール健康づくり講演会火４

　
月
１０

和田山保健センター３歳児健診水５

和田山保健センター１歳６か月児健診木６

和田山地区巡回住民結核検診火１１

和田山地区巡回住民結核検診水１２

和田山・山東地区巡回
和田山保健センター

住民結核検診
８か月児健診

木１３

山東地区巡回住民結核検診金１４

毎
日
の
よ
う
に
駄
菓
子

屋
に
行
っ
た
。目
当
て

の
菓
子
を
注
文
す
る
と
、

店
の
お
ば
さ
ん
は
、移

植
ご
て
の
よ
う
な
小
さ

な
ス
コ
ッ
プ
で
菓
子
を

す
く
い
、天
井
か
ら
ぶ

ら
下
が
っ
た
白
い
ハ
ト

ロ
ン
袋
に
入
れ
計
量
す

る
。分
量
が
少
し
で
も

オ
ー
バ
ー
す
る
と
容
赦

な
く
菓
子
は
元
の
場
所

に
戻
さ
れ
る
。こ
の
瞬

間
の
淋
し
さ
や
ル
ー
ル

の
厳
し
さ
を
今
で
も
覚

え
て
い
る
。▼
こ
の
夏
、

山
東
町
川
原
町
区
で

「
山
東
新
生
ま
ち
づ
く

り
の
会
」に
よ
る“
昭
和

展
”が
あ
っ
た
。当
時
の

懐
か
し
い
品
々
が
多
く

並
べ
ら
れ
、見
物
人
の

笑
顔
と
会
話
が
あ
ふ
れ

た
。趣
味
の
世
界
と
い

う
人
も
い
る
か
も
知
れ

な
い
が
、人
の
こ
と
、地

域
の
こ
と
、子
ど
も
た

ち
の
こ
と
な
ど
自
分
以

外
の
周
囲
の
こ
と
を
思

い
や
る
優
し
い
心
が

い
っ
ぱ
い
の
良
き
時
代

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
。

主
催
さ
れ
た「
山
東
新

生
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
更

な
る
活
躍
を
期
待
す
る
。

集

記後

編

Ｙ

　
小
学
校

か
ら
帰
る

と
　
円
玉

１０
を
も
っ
て

■消費生活相談

　市消費生活相談窓口（市役所市民課内）　☎６７２－６１２１

　たじま消費者ホットライン　☎０７９６－２３－１９９９

　県立但馬消費生活センター　☎０７９６－２３－０９９９

　消費者が放射性物質への不安を抱いている中、便乗商法と思われる契約トラブルが増加しています。

　インターネットで放射能測定器が「緊急入荷した」

という広告を見て急いで注文した。代金を振り込んだ

が商品が届かず、店と連絡が取れない。

事事例例 　ダイレクトメールで体内被ばくを防ぐと

いう健康食品の広告が送られてきた。本当

であれば購入したいが、信用できるか。

　根拠を確認せず「体内被ばくを防ぐ」「放射能を除去する」などの広告をうのみにして商品を購入しないようにし

ましょう。健康食品に医薬品のような効能・効果を表示することは薬事法違反の可能性があります。通信販売で、商

品が届かないなどのトラブルに巻き込まれた場合、店と連絡が取れなければ返金などの救済が困難です。放射性物

質への不安や品薄感から十分に検討せず慌てて購入することは避けましょう。

　また、放射性物質の食品への影響については、最寄りの保健所（県健康福祉事務所）など専門機関に問い合わせて

ください。いたずらに不安に陥ったり風評に惑わされることなく、情報収集に努めて冷静に行動しましょう。

■食品に関する相談　

　県朝来健康福祉事務所

　　　　食品薬務衛生課　　☎６７２－６８７１

　県生活衛生課食品衛生係　☎０７８－３６２－３２５７

９９//１６～１１６～１００/１５/１５健康カレ健康カレンンダーダー



朝秘　２３．９．１３,６００

広報 朝来朝来 ２４

この広報紙は、自然環境を考えて、
植物インキ、FSC認証紙を使用しています。

人いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介
（　　）山東新生

まちづくりの会

　８月１８日と１９日、山東町矢名瀬町で「昭和展」が開催され、

街はレトロな雰囲気で包まれました。昔懐かしいホーロー看

板や昭和の家電、生活用品、おもちゃ、バイク、車、鉄道関連の

貴重な品々が６か所に展示され、多くの人が見物に訪れまし

た。

　この企画展を主催したのが「山東新生まちづくりの会」。合

計約３０人のメンバーは、にぎわいを取り戻し、かつての矢名

瀬の街を復活させることを目的に、「昭和」をキーワードに、趣

向を凝らした企画を展開しました。

　１０月末には梁瀬駅１００周年イベント（仮称）に

合わせて、ミニＳＬの運行や、各種企画展の開催

を予定しているそう。代表の藤尾泰彦さんは「こ

れからも地域に根ざしたイベントなどの活動を

続けたい」と笑顔で話していました。昭和展の様子
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こ ん な こ と あ っ た で ー

竹田城跡と町並み散策
　ご家族で一日遊びませんか？
竹田地域自治協議会　楽農の郷部会
　７月１８日（月・祝）に竹田駅前公園で「竹田城跡と町

並み散策　ご家族で一日遊びませんか？」が開催され

ました。当日は、竹田地区まちづくり推進協議会による

こども屋台村や、朝来市による電動アシスト自転車の

レンタサイクル、市内の若手商業者や農業者による古

民家を活用したお店と盛り沢山の内容でした。

　楽農の郷部会は、但馬の巨大カブトムシプレゼント

と銘打って、小学生以下のお子様に２０セット限定でカ

ブトムシのつがいをプレゼントするイベントを行いま

した。途中雨も降りましたが、多くの方にご来場いただ

き、沢山の子供達の歓声を聞くことができました。

市 民 投 稿

あさご日本語教室
高田 ジュディ さん　（英語部分：大石マリーサさん）
　私はフィリピンから、結婚して朝来市にやってきました。
日本語に興味を持ったのは、私の子どもが生まれる前でし
た。子どもに絵本を読んであげたいと思い、毎日日本語を勉
強しました。
　あさご日本語教室に通い始めてから、日本語を教えてく
れるボランティアの方がたくさん来てくださり、とても楽
しいです。そして、色々な海外の出身地の方々と交流するこ
ともできます。事務局の皆さんも、とても一生懸命で助かっ
ています。私は、日本語講師の夢が叶えられるかまだ分かり
ませんが、教室に通って頑張ってみようと思います。

Foreigners in Asago started Japanese class last June 29 at 
Wadayama.It will be big help for foreigners.For those who are 
interested,join it! Everybody enjoys it!（Inquiries：Asago city 
Union International Association　079-672-6116）


